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居費

淀4

貨
幣
経
擁
護
一
辰
極
致
と
し
て
の
振
替
支
梯
現
象

谷

田

義

持
は
れ
診
る
眼
を
以
℃
現
在
貨
幣
経
済
を
掘
察
す
る
之
さ
何
か
紳
秘
の
カ
が
働
い
て
、
そ
れ
を
歩
一
歩
ご
一
定
の

接
展
極
致
に
協
同
迩
苫
し
℃
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
そ
の
接
近
は
秘
め
〈
徐
々
に
行
は
れ
て
ゐ
る
様
に
見
え
℃
も
、
確

買
に
捕
ら
よ
る
之
さ
が
出
来
る
。
そ
の
力
は
何
で
ゐ
る
か
。
そ
の
力
に
わ
づ
か
る
傾
向
は
如
何
な
る
形
式
を
取
っ

て
、
貨
幣
経
糖
に
現
は
れ
℃
来
る
か
。
静
か
に
此
の
問
題
を
検
討
し
℃
、
貨
幣
経
済
の
向
ふ
脅
展
極
致
を
採
る
の

が
本
籍
の
臼
的
で
あ
る
。

過
去
に
於
て
貨
幣
経
済
の
接
展
を
促
が
し
、
勝
来
そ
の
極
致
へ
の
接
近

ν導
く
傾
向
の
本
慢
を
見
届
け
る
た
め
に
、

現
在
質
解
経
擦
の
構
成
に
就
て
暫
ら
く
考
へ
、
支
那
は
交
換
さ
本
質
的
に
相
違
す
る
所
目
を
究
明
し
℃
見
た
い
吉
田
山
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一

O
二
ニ
)
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究

貨
幣
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致
、
と

L
て
の
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支
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現
象
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第
三
十
入
念

(一

O
一
回
)

先

貨
幣
経
揃
例
措
抗
日
出
極
致
b
」
し
て
の
振
替
文
挑
現
象

第
六
涜

二1r..

"、

よ
貨
幣
経
済
の
特
色
は
個
人
ご
個
人
ご
の
交
換
取
引
に
は
存
し
な
い
ぐ
グ
ナ
y

プ
は
其
の
円
貨
幣
固
定
説
』
に
よ
り

℃
‘
一
定
の
『
支
掛
赴
曾
』

N
P
E
哲吉田一
5
0
r
与
を
前
提
し
、
交
換
取
引
は
支
梯
取
引
さ
阻
別
せ
ら
る
、
所
以
を
明

に
し
た
。
支
拐
さ
は
財
芯
貨
鰐
な
る
一
般
交
換
財
ご
の
交
換
で
は
な
く
、
地
の
「
支
揃
一
枇
曾
』
主
目
標
乏
し
℃
行
は

る
、
中
心
共
働
的
云
巾
S
N
G
ロ
許
可
一
回
忌
な
行
震
で
あ
る
。

『
支
梯
一
枇
命
日
』
ご
は
、
ク
ナ

y
プ
の
設
に
操
れ
ば
、
一
公
的
支
梯
一
吐
脅
さ
私
的
支
梯
赴
曾
芯
を
意
味
し
℃
ゐ
る
。
前

者
は
国
家
で
わ
り
、
後
者
は
銀
行
さ
そ
の
顧
客
さ
の
範
閣
で
あ
る
。
従
つ

τ支
梯
は
物
の
譲
渡
を
超
越
し

τ.
換中一目

す
れ
ば
、
交
換
取
引
を
超
越
し
た
「
中
心
受
領
的
支
梯
』

H
h
t
N
E
E田口
r
o
N
P
Eロ
兵
三
「
銀
行
宛
支
梯
』
ロ
ち
円
守

旬
。
N
U
口ゲ
O

N

ち
Z
ロ
ぬ
の
二
つ
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
℃
も
れ
公
的
支
抑
制
度
仁
於
℃
は
国
権
、
私
的
支
梯
制

度
に
於
℃
は
銀
行
が
同
州
諸

gzp一o
F
O
山
吉
お
ざ
な
っ
℃
ゐ
る
。
支
梯
は
個
人
に
劃
す
る
物
の
譲
渡
を
そ
の
本
質
ご

し
て
む
な
い
さ
一
再
ム
乙
ご
は
.
グ
ナ
y
プ
が
現
在
の
貨
幣
経
済
に
於
け
る
取
引
を
個
別
的
に
存
在
す
る
交
換
取
引
吉

見
な
か
っ
た
こ
さ
か
ら
・
接
見
し
た
率
的
所
産
さ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
(
行
回
日
間
一
初
日
リ
ヨ

P
N
f
q
N巧
dwm
活
路
⑦
)

此
の
齢
制
に
闘
し
ク
ナ

y
プ
流
の
名
目
的
貨
幣
理
論
を
奉
ヒ
℃
、
一
史
ら
に
新
ち
し

3
天
地
を
開
い
た
カ
1

u

y

@

エ
U
Y

ス

タ
ー
が
其
の
著
『
貨
幣
の
精
髄
』
に
於
℃
‘
近
世
貨
幣
取
引
の
中
に
変
換
取
引
弦
認
め
る
者
に
ご
っ
℃
は
、
支
梯
の

蹴
念
は
不
問
に
附
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
、
殺
に
さ
っ
て
は
貨
幣
は
財
で
ゐ
つ

τ、
従
っ
て
支
梯
は
貨
幣
な
る
財
を
他
の
財

さ
交
換
に
奥
よ
る
乙
吉
さ
な
る
、
さ
看
破
し
、
貨
幣
支
梯
を
交
換
取
引
さ
見
る
従
燕
の
準
設
を
否
認
せ
ん
ご
し
た
る

根
一
掠
は
、
夙
に
グ
ナ
グ
プ
に
よ
り
て
奥
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
(
狩
円

rM綜一
J
山
崎
・
仰
比
一
)



従
来
の
経
済
皐
に
於
℃
は
分
業
さ
交
換
ご
が
経
済
組
織
を
構
成
す
る
二
つ
の
要
件
ご
な
う
℃
を
う
た
。
然
し
な
が

ら
分
業
は
縄
済
的
概
念
三
百
よ
よ
り
も
寧
し
ろ
技
術
的
概
念
で
あ
り
、
財
の
交
換
は
既
に
ク
ナ
ヅ
プ
に
よ
り
℃
明
示

せ
ら
れ
た
る
が
如
〈
、
現
在
貨
幣
経
済
に
於
け
る
経
済
現
象
ご
見
る
乙
さ
は
出
来
な
い
。
貨
幣
経
持
に
於
け
る
或
る

偶
人
の
活
動
は
、
他
の
一
明
の
人
を
目
標
ざ
し
℃
鋒
ま
れ
る
。
個
人
は
一
枇
合
会
館
の
た
め
に
活
動
し
℃
ゐ
る
。
イ
ン

デ
イ
ク
セ

y

が
其
の
著
『
貨
幣
本
質
論
』
に
於
℃
‘
現
在
の
生
産
を
特
色
づ
け
る
言
葉
ざ
し
℃
「
線
℃
の
人
が
総
て
の

人
の
矯
め
に
」
〉
-
Z
E吋担一一
o

さ
一
去
っ
た
の
は
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
生
産
的
活
動
を
適
確
に
一
式
仏
表
は
し
℃
む
る

さ
思
ふ
。
(
ザ
初
刊
誌
、
初
日
出
げ
が
・

2)

生
還
が
赴
曾
の
纏
て
の
人
を
目
標
定
し
℃
行
は
れ
℃
ゐ
る
が
如
く
‘
消
費
も
亦
纏
て
の
人
の
活
動
に
よ
り
℃
行
は

れ
る
。
故
に
泊
費
は
「
総
℃
の
人
が
綿
℃
の
人
に
よ
り
℃
L
K
Z
4
0
コ

P
F
の
原
則
に
よ
り
℃
維
持
せ
ら
れ
る
。

新
〈
考
察
す
る
ご
さ
は
、
貨
幣
経
携
に
於
℃
は
儲
人
を
超
越
し
た
る
一
耽
曾

P
E
O一5
0
E
2
の
概
念
が
.
一
つ
は

『
生
産
吐
曾
』
芯
し

τ‘
他
は
「
消
費
枇
曾
』
芯
し
℃
鮮
や
が
に
刻
み
出
3
れ
る
。

『
生
産
一
畦
曾
』
芭
『
泊
費
一
吐
曾
』
の
適
合
は
、
赴
曾
主
義
の
赴
曾
に
於
℃
は
国
家
、
若
く
は
其
他
の
機
関
に
よ
り

τ決
定
せ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
が
.
貨
幣
経
済
に
於
て
は
支
梯
用
具
の
流
通
に
よ
り
℃
寅
現
せ
ら
れ
る
。
即
ち
『
生
産

赴
曾
』
の
存
在
は
枇
曾
に
於
け
る
各
人
に
艶
し
支
拐
用
具
獲
得
の
地
位
を
保
護
し
ヰ
消
費
赴
曾
』
の
存
在
は
支
梯
用

具
喪
失
の
地
位
を
奥
へ
る
。
此
の
生
産
、
消
費
の
二
つ
の
赴
曾
の
連
結
糟
ざ
し
℃
『
支
梯
赴
曾
」
が
貨
幣
経
済
に
現

は
れ
℃
ゐ
る
。
而
し
て
此
等
の
三
つ
の
吐
曾
が
線
て
の
個
人
を
超
越
し
℃
存
在
し
、
所
謂
貨
幣
経
携
を
構
成
し
℃
む

る
の
で
あ
っ
て
、
が
く
り
如
、
さ
超
個
人
的
な
一
耽
曾
を
認
識
せ
な
け
れ
ば
・

T
ず
が
交
換
ぜ
」
其
る
概
念
に
し
℃
、
物
の
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第
三
十
入
品
位

(

一

O
二
C

f
ぃ
a
E
W
 -/u 
貨
幣
経
溌
後
援
極
致
左
し
て
の
振
啓
文
勝
現
象

第
六
時
碗

九
A. 

譲
渡
を
そ
の
本
質
ざ
し
な
い
乙
ご
を
明
に
す
る
乙
さ
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

一一

ク
ナ
y
プ
は
支
擁
ご
は
知
何
な
る
場
合
に
於
て
も
「
赴
曾
』
右
前
提
ご
す
る
過
程
で

b
る、

N
品
目
ロ
ロ
同
室
白
山
口

〈
C

認
さ
出
品
。
二
島

g
p一一回目一口ぬの
O
B
O
E与
え
廿
〈
0
3
5
8
5・
吉
一
去
っ
た
。

(
F
F
0
・ω・

5
〉
之
は
支
蜘
現
象
が
祉
曾

協
同
現
象
で
ゐ
っ
て
.
個
人
を
前
提
ざ
す
る
交
検
現
象
さ
異
る
所
以
を
述
べ
た
の
で
め
る
c

果
し
℃
然
ら
ば
支
拐
の

普
遍
的
概
念
は
何
で

b
る
か
。
吾
々
は
支
拐
の
概
念
を
金
属
秤
量
制
ご
表
幹
知
的
支
掛
制
じ
於
℃
よ
り
も
振
替
支
掛
現

象
。

g
s
E
S∞
に
於
て
、
よ
り
明
ら
か
に
見
る
乙
ご
が
出
来
る
の
で
め
る
Q

故
に
此
の
支
梯
の
普
遍
概
念
を
振
替

支
梯
現
象
に
眺
め
よ
う
芯
思
よ
。

一
六
一
九
年
に
月
ン
プ
Y

グ
の
商
人
は
川
ン
プ
Y

グ
振
替
銀
行
を
設
立
し
℃
.
例
へ
ば
各
一
封
度
に
費
し
五
九
、

三
一
分
の
一
の
「
銀
行
マ

Y

ク
』
を
定
め
、
交
付
せ
ら
れ
た
る
銀
の
一
定
重
量
を
交
付
者
の
貸
方
勘
定
に
入
れ
て
振
替

取
引
そ
開
始
し
た
。
此
の
制
度
は
園
家
的
の
本
位
貨
幣
hz
用
払
な
か
っ
た
鮎
に
於
℃
近
代
的
の
振
替
制
度
芝
大
い
に

趣
や
一
異
に
し
℃
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
兎
に
角
抽
象
的
な
る
慣
佐
単
位
の
受
授
に
よ
り
℃
支
梯
を
決
、
携
す
る
制
度
の
成

功
し
た
も
の
で
あ
る
だ
し
℃
ク
ナ
y
プ
が
特
に
引
用
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
ハ
F
P
C
・
g-HU凶・
5
・)

振
替
支
拐
さ
艶
立
す
る
も
の
は
具
躍
的
な
表
券
笛
片
じ
よ
る
支
那
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
箇
片
支
腕
ご
振
替
支
拐

さ
の
統
一
的
概
念
、
が
存
す
る
ご
す
れ
ば
、
そ
れ
は
物
の
譲
渡
し
で
は
な
く
し
℃
、
債
値
車
位
の
譲
渡
し
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
而
し
て
之
が
可
能
な
る
所
以
は
現
在
貨
幣
経
済
仁
於
付
る
支
耕
は
尉
の
給
付
仁
劃
す
る
他
の
尉
の
反
劃



給
付
に
よ
り
個
別
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
し
て
斗
支
梯
一
枇
曾
』

に
劃
し
て
行
は
れ
℃
む
る
か
ら
で
あ
る
。

従
つ
℃
支
梯
用
具
は
金
属
的
素
材
を
必
要
ご
せ
京
、

表
券
的
形
式
に
囚
は
れ
京
、

車
に
抽
象
的
債
値
畢
位
の
形
態
に

於
℃
も
完
全
に
そ
の
職
協
を
接
揮
す
る
乙
ご
が
出
来
る
。

此
の
駐
に
於
℃
支
梯
用
具
の
概
念
は
更
に
護
大
せ
ら
れ

τ、
議

替

支

搬

用

具

に

及

え

も

の

で

ゐ

る

。

要
す
る
に
支
梯
は
財
の
給
付
に
讃
し
J

し
行
は
る
、
等
債
物
の
反
響
給
付
を
そ
の
本
質
ご
せ
守
、
一
枇
曾
的
な
る
支
梯

協
同
種
の
存
在
を
前
提
言
し

τ現
は
れ
る
概
念
で
わ
っ
℃
、
物
的
‘
素
材
的
要
素
を
そ
の
本
質
言
せ
守
、
車
に
抽
象

的
債
値
単
位
に
よ
る
振
替
現
象
に
よ
り
℃
特
色
づ
け
ら
れ
る
の
で
み
る
。
吾
々
は
貨
幣
経
済
の
器
展
を
促
が
す
傾
向

を
探
り
、
そ
の
極
致
を
認
識
せ
ん
ご
す
る
仁
昔
、
り
℃
、
次
の
ク
ナ
w/

プ
の
言
葉
を
先
づ
無
保
件
仁
認
容
し
た
い
吉
田
山

の
山
富
}
山
田

N
p
r
Z
D目
的

S
F
F
o
-

.h 

支
携
は
素
材
謝
定
制
な
く
し
℃
、
素
材
級
生
的
貨
帯
な
く
し
℃
、
更
に
自
己
費
生
的
貨
幣
も
な
く
、
即
ち
何
等

の
貨
融
市
な
く
芯
も
可
能
で
み
る
、
f

t

然
し
借
値
単
位
を
譲
渡
す
何
ら
か
の
制
度
が
な
く
し
〈
は
支
沸
取
引
は
不
可

能
で
あ
る
G

而
し
℃
此
等
の
諸
制
度
の
中
で
振
替
取
引
は
考
へ
得
べ
き
最
絡
の
も
の
の
抱
く
で
あ
る
。

」ミ
c
E
9ゲ
白
山
田
廿
由
一
ロ

N
P
毘
ロ
ロ
白
血
副
司

mmoロ

E
C∞-一
o
r
c
uロ
O
K
P
E
r
u
L一
位
ロ
ロ
♂

c
v
ロ
o

v一1
0
m
o口一回
O
H
H
E
m
D印
E
・

立

田

O∞
C
』

の
日
}
九
四
、
出
向
田
Q

C

V
ロ
0

]

白
血
白
血

の
日
}
白

1
喜
四
円

。
日
】
口
。

日
①
人
目
。

何
一
ロ
ユ

o
E
C口問、

ぜ
〈
O
H
酢
叩
一
D
F
O
E
由
同
】

N
G
 

c
yロ
φ

P

ロ
h
o
m
o
E
m口
町
四
回

か一
uo円
羽
田
一
部

OH]

町
田
酔

向。円

N
回、}】日ロロ山田
4
白
門
町
出
町
円

口
一
ロ
ゲ
昨

同出

α∞一↑口}凶

ロ
ロ
一
芯
円

〔
出
品
目
。
ロ

何
一
口
円
一
口
F
酢
ロ
ロ

m
oロ

m
o
v
o門
口

酔

向。円

の一
5
4
0門戸凶
σ何
回
吋
色
。

rgho
九
日
出
口
広
〉
P
E
N
G

抽
出
一
?
合

-
P
0
・
ω・
広
戸
)

第
一
一
一
十
入
念

(一

O
一
七
)

γ寸 y

下

究

貨
幣
経
鱒
緊
展
粧
致
b
」
仁
て
の
振
替
支
繍
現
象

第
六
披

九
九



第
一
一
一
十
入
念

二
O
一
入
〉

究

貨
幣
経
消
震
展
極
致
と
し
て
の
振
替
支
繍
現
象

第
六
時
蜘

一O
C

一一一

振
替
支
梯
現
象
の
鞍
達
は
マ
モ

y
の
寺
の
巌
か
な
る
敷
居
を
跨
い
で
、
近
世
貨
幣
経
済
に
附
随
す
る
新
し
き
意
味

の
支
梯
制
度
三
な
っ
℃
楼
展
し
た
。
此
の
制
度
は
近
代
各
国
、
殊
に
英
米
に
於
℃
手
形
交
換
所
ご
し
℃
藤
議
し
た
。

手
形
交
換
所
の
濫
穆
は
遠
〈
古
ロ

1
7
の
ロ
ン
イ
ン
ザ
チ
才
色
。
百
日
u
o
E
E一
。
の
制
度
に
遡
る
乙
吉
、
が
出
来
る
。
品
仰

の
制
度
の
精
紳
は
或
る
人
が
他
人
に
艶
し
℃
負
ム
債
務
を
債
権
に
よ
り
℃
償
却
す
る
乙
ご
に
あ
っ
た
。
地
の
制
度
は

可
ノ
ヨ
シ
の
定
期
市
場
に
於
℃
著
し

3
接
建
を
蒸
し
、
一
四
六
三
年
三
月
四
日
Y

ヰ
六
世
の
律
法
に
於
℃
は
、
一
年
を

四
期
仁
分
ち
、
年
四
回
の
定
期
市
場
の
開
が
る
、
乙
ご
が
認
許
せ
ら
れ
た
。
前
期
市
場
の
債
権
債
務
は
次
期
市
場
の

開
が
る
、
日
に
決
済
せ
ら
る
、
乙
さ
が
認
め
ら
れ
た
。
多
数
の
銀
行
家
が
此
の
決
済
に
盛
加
し
、
そ
の
手
積
は
、
先

づ
振
出
手
形
の
引
受
け
に
始
ま
り
、
之
に
よ
り
決
済
せ
ら
る
、
項
目
を
確
定
し
‘
次
に
勘
定
が
比
較
せ
ら
れ
、
最
後

に
現
金
に
よ
り
℃
貸
借
が
決
済
せ
ら
れ
た
。
ぬ
の
決
済
に
加
入
す
る
潟
め
に
取
立
℃
ら
れ
た
る
保
詮
金
は
二
、

0
0

0
グ
ラ
タ
ン
で
ゐ
っ
た
。
銀
行
家
は
ス
ア
ロ
ー
に
よ
り
℃
建
J

し
ら
れ
た
る
美
麗
優
雅
な
る
殿
堂
に
於

τ.
年
四
回
り

決
擦
を
行
以
、
一
七
九
三
年
四
月
、
即
ち
凡
そ
偽
闘
西
革
命
前
後
ま
で
縫
積
し
た
芯
偉
へ
ら
れ
て
居
る
。

他
面
に
於
℃
第
十
六
世
紀
の
絡
よ
り
第
十
七
世
紀
に
わ
け
f
.
ゼ
ノ
ア
人
の
金
融
よ
の
勢
力
次
第
に
加
は
り
、
プ

ラ
セ
シ
チ
ア
の
定
期
市
場
が
欧
洲
の
手
形
交
換
所
ざ
し
℃
活
躍
し
た
乙
ご
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

9
ヨ
ン
に
於
け
る
手
形
交
換
所
の
制
度
は
第
十
八
世
紀
に
到
り
す
バ
ク
の
「
完
金
な
る
商
人
』

F
J
E
岳山酔

Z
0
m
g
v尽
を
通
ヒ

τ、
各
地
に
普
及
し
英
国
に
於
℃
は
一
七
六

O
年
エ
ヂ
Y

バ
ラ
の
手
形
交
換
所
が
設
立
せ
ら
れ
、



縫
い
℃
一
七
七
五
年
に
到
り
ロ
ン
ド
ン
の
手
形
交
換
所
が
ロ
ン
バ

1
ト
‘
ス
ト
タ

1
ト
に
設
立
せ
ら
れ
た
。
品
川
め
比

手
形
交
換
残
高
を
現
金
仁
よ
り
て
決
済
し
た
が
、
一
八
五
四
年
以
後
は
英
蔚
銀
行
宛
の
錦
替
手
形
に
よ
h
y
て
決
済
す

る
に
到
り
、
英
蘭
銀
行
に
於
け
る
各
交
換
銀
行
の
特
別
供
託
基
金

3
8一
回
一
宮
古
田
Z
E
Z
の
振
替
作
用
に
よ
り
て
、

現
金
受
授
の
勢
費
を
省
略
し
、
抽
象
的
忍
る
振
替
作
用
が
一
の
調
立
せ
る
持
額
的
支
抽
抑
制
度
ど
な
す
じ
到
っ
た
。
更

に
グ
プ
タ
Y

に
於
て
手
形
交
換
所
の
設
立
を
見
た
る
は
、
一
八
四
六
年
じ
し
℃
、
一
人
七
二
年
に
は
交
換
制
度
は
普

〈
イ
ン
グ
ラ
y
ド
の
多
数
の
小
都
市
に
及
ん
だ
。

米
闘
に
於
℃
は
一
八
コ
二
年
銀
行
家
に
し
℃
大
蔵
省
の
秘
書
役
た
る
ア
Y

バ
1
ト
、
ガ
ラ
ア
イ
ン
に
よ
ち
て
始
め

て
立
案
せ
ら
れ
た
。
一
人
五
一
二
年
十
月
一
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
主
要
銀
行
は
手
形
安
換
組
合
を
設
立
し
、
そ
の
加
入

銀
行
約
五
十
行
を
教
へ
た
。
尤
も
之
よ
り
先
き
各
銀
行
は
各
々
他
行
に
ポ

1
タ
ー
を
馳
せ

τ.
手
形
上
の
債
権
債
務

を
決
、
持
す
る
不
便
を
除
く
た
め
各
沼
金
曜
日
の
朝
、
所
謂
週
間
決
済
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
制
度
は
、
ギ
ボ

シ
ス
の
指
摘
せ
る
如
〈
、
微
弱
に
し
て
投
機
な
る
銀
行
が
基
礎
確
買
な
る
大
銀
行
よ
り
短
期
資
金
を
借
入
る
、
た
め

に
利
用
せ
ら
れ
、
手
形
交
換
の
目
的
を
迭
す
乙
ご
が
出
燕
歩
、
終
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
手
形
交
換
所
の
設
立
を
見
る

に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
手
形
交
換
残
高
は
一
八
五
七
年
『
亜
米
利
加
銀
行
』
回
目
E
W
え
〉
自
由
同
一

g
に
設
置
せ
ら
れ

た
る
共
同
資
金
凸
0
5
5
0ロ
明
言
印
に
宛
て
た
る
鋳
貨
券

oo一口

g
三田
0
5
の
普
授
に
よ
り
℃
決
済
せ
ら
れ
、
現
金

受
授
を
省
略
す
る
手
形
交
換
制
度
の
本
性
を
完
全
に
稜
輝
ず
る
に
弼
っ
た
。
現
に
米
国
に
於
け
る
手
形
交
換
は
聯
合

準
備
制
に
よ
り
℃
極
め
℃
簡
躍
に
行
は
れ
、
一
九
一
七
年
六
月
二
十
一
日
以
後
加
入
銀
行
は
そ
の
法
定
準
備
金
の
金

額
を
鹿
内
の
聯
合
銀
行
に
預
入
れ
、
手
形
交
換
残
高
は
同
行
の
預
金
勘
定
の
振
替
作
用
に
よ
り
軍
純
に
帳
簿
関
係
を

第
三
十
八
巻

(一

O
一
九
)

研

究

貨
幣
抑
制
酒
後
展
栂
致
、
之

L
て
の
振
替
文
梯
現
象

第
六
務

。



第
一
一
一
十
八
各

貨
幣
鰐
潜
務
展
極
致
、
ど
L
て
の
振
詩
文
梯
現
象

以
て
決
済
せ
ら
る
、
に
到
っ
た
。
(
官
認
可
経
由
幡
宮
口
包
括
)

大
陸
に
於
て
は
手
形
交
換
所
の
稜
達
は
遅
々
ざ
し
て
遜
ま
な
か
っ
た
d

バ
η
ノ
1
の
手
形
愛
換
所
吉
雄
も
一
入
七
二

年
ま
で
は
現
在
の
組
織
を
完
成
せ
な
が
っ
た
。
ク
キ
シ
の
手
形
交
換
所
は
周
年
主
要
銀
行
十
二
行
に
よ
り
℃
設
立
せ

ら
れ
、
オ
1
ス
ト
η
ノア・

ρ
y
d
N
7
1
銀
行
を
中
心
ご
し
壬
手
形
交
換
を
行
っ
た
r

尤
も
多
数
の
個
人
銀
行
は
一
入

六
四
年
頃
慨
に
相
互
債
務
の
決
擦
を
行
っ
た
さ
云
は
れ
℃
ゐ
る
。
濁
逸
に
於
℃
は
一
入
八
三
年
d
u
y
y

ン
に
於
℃
濁

逸
帝
間
銀
行
を
中
心
ご
し
、
手
形
交
換
所
が
設
立
せ
ら
れ
、
同
年
ブ
ラ
ン
ク
ブ
U
F

ト
に
於
℃
も
九
行
に
よ
り
て
一
手

形
交
換
所
の
設
立
当
れ
、
そ
の
後
円
ン
プ
Y

グ
‘
ス
ト
ク
ト
ガ
Y

ト
、
ケ
Y

ン
、
プ
Y

メ
ン
、
一
ブ
イ
プ
チ
ヒ
、
プ
レ

ス
ラ
ウ
ノ
、
及
び
ド
V

ス
デ
シ
に
も
寵
々
そ
の
設
立
を
見
た
Q

露
国
に
於
て
は
↓
八
九
人
年
セ
ン
ト
・
ピ

1
タ

1
ス
バ

1
グ
に
於
〈
手
形
交
換
所
が
設
立
せ
ら
れ
、
積
い
て
一
八
九
九
年
モ
ス
コ

1
、
ワ

y
y
ー
に
も
そ
の
設
立
を
見
る
に

到
っ
た
。
期
〈
大
陸
に
於
℃
手
形
安
換
所
の
脅
達
が
英
米
に
比
し
遅
れ
た
の
は
も
銀
行
支
鹿
制
度
接
遣
し
本
支
居
間

の
振
替
作
用
は
銀
行
聞
の
相
互
関
係
を
薄
弱
な
ら
し
め
、
惹
い
て
手
形
交
換
制
度
の
護
達
を
妨
げ
た
る
結
果
に
他
な

(

一

O
ニ
O〉

li1f 

究

第
六
時
碗

O 

ら
な
い
。

我
国
に
於
て
は
明
治
十
二
年
四
月
大
阪
に
於
て
始
め
て
手
形
交
持
所
設
立
せ
ら
れ
た
、
積
い
て
明
治
二
十
年
十
二

月
東
京
手
形
交
換
所
設
立
3
れ
、
明
治
二
十
四
年
以
後
は
交
換
減
高
は
日
本
銀
行
の
営
座
預
金
の
振
替
に
よ
ら
て
決

漉
せ
る
、
に
到
り
現
金
受
授
の
勢
費
を
全
く
省
略
し
た
。
そ
の
後
各
地
に
手
形
交
換
所
の
設
立
わ
り
、
目
下
其
の
数

十
九
に
及
点
。

か
く
抜
替
支
梯
現
象
の
棲
生
は
比
較
的
託
時
に
属
し
て
ゐ
る
が
、

A
ー
や
貨
幣
経
械
仰
の
接
展
さ
ご
も
に
主
ざ
し
℃
手



移
変
換
所
な
る
具
融
問
的
制
度
ざ
な
っ
て
現
は
れ
た
。
而
が
も
流
通
の
最
も
重
周
聾
す
る
蕗
業
中
心
地
に
於
て
は
大
部
分

の
支
梯
は
手
形
交
換
所
に
於
け
る
抽
象
的
振
替
作
用
に
よ
り
℃
決
済
せ
ら
れ
、
抽
象
的
情
値
車
位
の
建
績
的
移
韓
が

迩
時
最
も
重
要
な
る
支
梯
用
具
の
作
用
を
な
し
、
具
鴇
的
支
梯
用
具
の
使
用
は
車
に
連
績
的
な
る
振
替
作
用
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
填
め
る
補
助
的
職
能
を
途
た
す
も
の
さ
な
っ
た
。
わ
く
て
現
震
な
る
振
替
支
抑
制
度
の
接
展
は
支
梯
用
具
の

本
質
の
問
。
-
M
w
g
Z
E
で
な
く
、
〉
z
g
r
Z
B
で
あ
る
乙
さ
を
偲
ば
し

U
る
に
到
っ
た
。
近
世
貨
幣
経
済
を
特
色
づ

〈
る
支
崎
明
朗
具
の
か
く
の
如
き
具
象
よ
り
抽
象
へ
の
推
移
は
如
何
に
し
℃
説
明
開
く
べ
き
で
ゐ
る
か
。

四

近
時
異
常
な
る
費
堵
を
遂
げ
た
振
替
支
梯
現
象
は
従
来
信
用

Q
包
一
廿
の
稜
勤
で
あ
る
さ
説
明
せ
ら
れ
た
。
信
用

芭
は
或
る
人
が
他
の
人
を
信
守
る
性
向
、
即
ち
信
任
。
口
出
向
。
口
口
o

f

」
考
へ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
然
し
信
任
な
る
人
格
的
要

素
を
以
て
は
之
れ
を
完
全
に
説
明
附
け
る
乙
之
が
出
来
な
い
。
信
用
率
設
に
よ
り

τ振
替
支
梯
現
象
を
説
明
せ
ん
ご

す
る
者
は
概
ね
、
信
用
は
そ
の
時
々
の
事
情
に
よ
り
℃
作
ら
れ
、
事
情
の
越
化
に
よ
り
℃
鍵
化
し
‘
従
つ
J
L

一
定
の

時
に
於
け
る
信
用
の
具
睡
眠
的
設
現
は
事
質
問
週
ご
し
て
研
究
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
さ
の
俊
件
を
附
加
す
る
。
然

し
此
の
僚
件
は
寧
ろ
信
用
に
よ
り
て
は
完
金
に
振
替
支
擁
現
象
を
説
明
鮒
く
る
こ
ざ
の
出
来
な
い
所
以
を
曝
露
す
る

も
の
で
あ
ら
う
。

加
之
、
信
用
率
誌
を
採
る
者
は
信
用
の
要
素
吉
し
℃
信
任
の
外
に
時
間
的
要
素
を
指
摘
し
.
此
の
二
要
素
よ
り
、

信
用
の
何
た
る
か
を
定
義
せ
ん
ざ
す
る
。
信
用
さ
は
貨
融
市
た
る
ご
尉
若
し
く
は
勤
勢
た
る
芯
を
問
は
京
、
債
値
ゐ
る

第
一
一
一
十
八
各

(一

O
二
一
)

研F

究

貨
幣
鰹
糖
膳
抗
日
開
極
致
、
之
じ
て
の
振
替
支
梯
現
象

第
六
時
腕

一O
三



第
三
十
八
谷

ハ一

O
ニニ〉

研

究

貨
幣
経
浴
後
日
出
根
致
&
し
て
の
振
啓
支
梯
現
象

第
大
波

一O
四

物
を
、
他
人
が
熔
燕
の
一
定
の
時
に
於
て
そ
の
掛
債
を
支
掛
ふ
乙
ご
を
欲
す
る
の
み
な
ら
歩
、
支
掛
び
得
る
ず
』
の
信

任
に
基
い
℃
譲
渡
す
る
乙
さ
で
あ
る
、
芯
の
章
句
は
夕
刊
J

カ
ー
が
信
用
の
本
質
を
喝
破
せ
る
も
の
ご
し
て
、
後
世
の

事
者
に
よ
り
て
慶
〈
引
用
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
。
(
日
q
d
h
L戸
刊
日
日
目
。
山
一
九
時
)

信
用
を
信
任
芯
な
し
、
振
替
支
挽
現
象
の
本
質
吉
会
の
機
能
を
克
明
せ
ん
芯
す
る
に
は
像
り
に
不
十
分
で
あ
る
。

掠
替
支
梯
現
象
は
人
格
現
象
で
は
な
く
し

τ、
経
済
現
象
で
ゐ
る
。
詳
し
く
言
へ
ば
、
振
替
支
梯
現
象
は
現
買
な
る

貨
物
の
流
通
に
伴
仏
、
振
替
支
梯
制
度
を
通
ヒ
℃
自
枠
自
動
な
る
活
動
を
な
し
℃
ゐ
る
。
而
し
て
現
在
に
於
け
る
金

融
組
織
は
銑
に
一
定
の
成
熟
の
域
じ
達
し
、
個
人
の
人
格
的
要
素
を
股
し
℃
、
そ
れ
自
躍
に
一
の
活
動
陸
を
な
し
て

ゐ
る
。
故
に
金
融
組
織
活
動
の
中
軸
を
な
す
振
替
支
梯
現
象
を
信
任
な
る
人
格
現
象
に
よ
り
℃
説
明
せ
ん
さ
す
る

は
、
そ
の
自
律
的
活
動
を
看
過
し
た
る
も
の
ご
4

一
一
口
は
ね
ば
な
ら
ん
。

夏
に
信
用
を
時
間
に
結
び
つ
け
、
信
用
は
現
在
に
始
ま
り
賂
来
に
終
る
る
の
さ
す
る
は
、
今
日
振
替
支
梯
現
象
が

時
間
の
観
念
を
超
越
し
持
績
的
活
動
を
な
し
っ
、
ゐ
る
乙
了
笠
]
仙
れ
℃
む
る
の
で
あ
る
。
振
替
支
梯
現
象
は
般
A
T
抽

象
現
象
で
あ
る
じ
し
て
も
、
そ
れ
自
ら
一
の
支
捕
制
度
ご
し
て
の
役
目
を
演
ヒ
、
時
間
の
観
念
宣
超
越
し
℃
永
績
す

る
も
の
で
あ
る
。
振
替
支
梯
現
象
に
は
ξ
れ
白
睦
に
存
在
り
目
的
が
潜
在
し
℃
居
る
が
故
に
、
賂
戒
の
一
定
時
に
於

℃
、
他
の
も
の
じ
よ
り
て
補
充
せ
ら
る
、
を
必
要
ざ
し
な
い
。
振
替
支
鵠
現
象
は
之
を
始
め
る
行
潟
も
な
け
れ
ば
.

之
を
完
結
す
る
行
潟
、
な
く
、
従
つ
℃
時
間
を
離
れ
て
支
梯
作
用
を
繰
り
返
す
の
み
で
み
る
u

要
す
る
に
振
替
支
梯
現
象
が
具
膿
的
な
る
支
掛
用
具
ご
岡
と
く
‘
否
そ
れ
よ
り
も
優
り
て
支
梯
作
用
を
設
す
所
以

は
到
庇
信
用
な
る
人
格
的
・
時
間
的
親
企
に
よ
り
て
設
明
す
る
乙
ご
が
出
来
な
い
。
故
に
吾
々
は
異
の
理
由
を
他
仁



求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

五

以
上
、
五
日
々
は
信
用
事
設
を
以
つ
℃
は
到
底
完
全
に
振
替
支
梯
現
象
を
説
明
す
る
乙
さ
の
出
燕
な
い
所
以
を
明
か

に
し
た
。
然
ら
ば
此
の
現
象
は
伺
に
よ
り
て
説
明
附
け
る
之
ざ
が
出
来
る
か
を
探
り
、
擁
℃
貨
幣
経
済
を
進
展
せ
し

ひ
る
力
を
見
出
ヨ
ん
ざ
す
る
矯
め
に
支
挽
用
具
の
特
質
を
看
破
し
℃
見
た
い
さ
思
ム
G

此
の
支
梯
用
具
の
特
質
は
肢

に
説
明
し
た
る
支
梯
の
本
質
が
物
の
譲
渡
を
要
し
な
い
乙
吉
、
一
致
す
る
の
で
ゐ
る
。

ク
ナ
w/

プ
は
貨
幣
の
上
位
概
念
を
支
搬
用
具
に
求
め
た
。
故
に
歴
史
的
過
程
に
現
は
れ
た
る
、
種
々
な
る
形
態
の

貨
幣
は
支
梯
用
具
な
る
上
位
概
念
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
支
挑
用
具
一
般
を
歴
史
的
に
考
察
す
れ
ば
、

未
だ
貨
幣
な
ら
ま
る
支
錦
用
具
が
存
し
、
貨
幣
た
る
支
梯
用
具
之
に
綾
主
、
最
後
に
貨
幣
な
ら
苫
る
支
梯
用
具
が
燕

る
詳
さ
な
る
。
貨
幣
が
果
し
て
金
属
に
よ
り
て
鋳
遺
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
、
又
は
蝦
純
な
る
紙
片
に
よ
ち
て
構
成
せ
ら

れ
℃
ゐ
る
炉
、
叉
会
く
抽
象
的
現
象
で
あ
る
が
は
、
支
梯
用
具
一
般
の
特
殊
な
る
場
合
に
外
な
ら
ね
。
然
ら
ば
支
梯

用
具
さ
は
何
で
あ
る
か
。

(
F
P
0・
伊
日
・
)

グ
ナ

y
プ
は
此
の
間
に
劃
し
て
、
支
搬
用
具
ご
は
如
何
な
る
場
合
に
炉
、
℃
も
、

流
通
的
に
充
用
せ
ら
る
る
可
動
物

で
あ
る
、
さ
一
去
っ
て
居
る
。

(
F
P

。・m-
∞
・
)

叉
他
の
場
合
に
於
℃
、
殺
は
支
梯
用
呉
さ
は
法
制
に
よ
っ
℃
債
値
単
位
の
保
持
者
ご
し
て
認
め
ら
れ
た
る
可
動
物

で
あ
る
、
さ
云
っ
て
居
る
o

(

国

-
p
p
市
・

4
・〉

第
一
一
一
十
八
巻

(

一

O
二
三
)

日川内
ア
針
ur

究

貨
幣
凝
縮
問
帯
祝
日
間
極
致
b
」
し
て
の
振
装
支
梯
現
象

第
ム
ハ
紋

一O
五



第
三
十
八
巻

(

一

O
二
四
)

HF 

究

貨
幣
経
溌
品
位
廃
極
致
左
し
て
の
振
替
支
繍
現
象

第
六
務

一O
六

以
上
の
支
梯
用
具
の
定
義
に
於

τ‘
役
が
高
唱
せ
ん
ご
す
る
要
勤
の
一
は
‘
流
通
的
充
用
性

〈
24405
山
富
島
市
宗
そ
貫
質
的
充
用
性
問
。
p
g
〈
白
書
口
容
号
室
廿
よ
り
峻
別
し
℃
、
支
梯
用
具
は
交
換
財
を
そ
の
上

位
概
念
芯
し
な
い
所
以
を
明
か
に
し
た
駄
に
あ
る
。
故
に
彼
は
支
梯
用
具
が
財
で
あ
る
矯
め
に
は
又
法
律
の
範
国
外

の
用
途
に
充
用
し
得
べ
き
も
の
、
従
つ
℃
技
術
の
意
味
に
於
〈
も
使
用
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
料
、
然
し
之

は
総
て
の
支
梯
用
具
に
於
て
然
る
を
見
な
い

z.
一
去
っ
て
居
る
。

?
-
P・
O
-
p
p
)

彼
は
支
梯
用
具
の
本
質
主
読
通
的
充
用
性
に
求
め
た
の
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は
結
局
に
於
℃
法
律
生
活
の
一
現
象
で

あ
る
。
故
に
彼
に
於
℃
は
支
梯
用
具
の
通
用
性
白
日
]
苫
認
さ
一
去
よ
法
律
的
性
質
が
開
題
さ
せ
ら
れ
、
支
梯
用
具
を
構

成
す
る
素
材
の
滞
類
及
び
分
量
は
問
題
ご
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

更
ら
に
附
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
乙
ご
は
、
ク
ナ
時
/
プ
も
赴
曾
に
於
け
る
各
人
の
流
通
上
の
二
面
的
地
位
〉
g
Z
7

許可。町一
g
r
o
m
E
Z嘉
吉

〈
2
Z
Z
を
認
め
、
人
は
一
一
聞
に
於
℃
債
務
者
で
あ
る
ご
同
時
に
、
他
面
に
於
℃
債
権
者
で

あ
る
ご
な
し
‘
此
の
二
面
的
地
位
を
喝
破
せ
る
賂
に
於
℃
、
流
通
吐
舎
に
於
け
る
債
権
債
務
関
係
の
韓
換
の
用
具
ご

し
℃
安
沸
用
具
の
作
用
が
彼
に
よ
り
て
暗
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ふ
一
く
金
属
素
材
を
離
れ
℃
流
通
す
る
不
換
紙
鮮
に
支

挽
用
具
芭
し
て
の
意
義
を
疑
よ
も
の
は
、
此
の
各
人
の
流
通
に
於
け
る
二
面
的
地
位
を
解
し
な
い
の
で
あ
っ
て
‘
各

人
は
物
々
交
換
に
於
け
る
が
如
く
貨
幣
経
済
に
於
て
も
一
面
的
地
位
冨
0
5
0
g町一
m
o
Z
印

E
Z
Z
E
〈
2
宮
宮
に
立

つ
も
の
さ
見
る
結
果
、
陥
る
誤
謬
で
あ
る
、
ご
グ
ナ

y
プ
は
一
去
っ
て
居
る
。

夏
ら
に
上
記
ク
ナ
ゆ
ノ
プ
の
支
梯
用
具
の
定
義
に
於
て
注
目
す
べ
き
乙
ご
は
、
支
梯
用
具
の
保
持
す
る
債
億
単
位
法

素
材
的
の
も
の
で
は
衣
〈
‘
抽
象
的
の
も
の
で
あ
る
さ
云
よ
乙
ご
で
あ
る
。
ク
ナ
ク
プ
は
債
催
単
位
を
定
義
し
て
、

N

一円
prz一国』
{
O
同一回
(uro



吾
々
に
ご
っ

τ支
梯
の
大

M
V
3
が
表
現
せ
ら
る
る
単
位
で
わ
る
さ
一
式
つ
℃
居
る
。
?
?
。
・
ω
・
4

・
)
彼
は
償
億
四
半
位
が
技

術
的
・
素
材
的
基
礎
を
離
れ
℃
、
名
目
的
本
性
を
現
は
し
た
る
所
以
を
法
制
史
的
に
究
明
し
た
。

金
属
的
秤
量
制
の
下
に
於
け
る
素
材
的
債
値
車
位
が
名
目
叱
せ
ら
れ
る
の
は
支
梯
用
具
的
債
務
が
存
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。
支
梯
用
具
的
債
務
ど
主
田
口
宮
山
口

Z
己
さ
は
常
に
債
佐
単
位
に
エ
り
℃
呼
識
せ
ら
れ
、
支
梯
用
具
に
よ
り

て
償
却
せ
ら
る
、
債
務
で
あ
る
。
図
家
は
法
の
維
持
者
ご
し
℃
支
梯
用
具
的
債
務
を
雑
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ム
ウ
~
拐

用
具
の
接
展
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
仁
、
支
梯
用
具
は
時
々
園
家
に
よ
り
℃
援
更
せ
ら
れ
、
例
へ
ば
支
梯
用
具
が
青

銅
よ
り
銀
に
趣
更
せ
ら
れ
た
芭
言
、
最
早
や
奮
支
梯
素
材
に
よ
っ

τ円
た
め
ら
れ
た
る
債
務
の
絡
調
的
大
い

3
が
残
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
柏
野
的
大
い

3
が
新
支
挽
用
具
的
債
務
乏
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
故
に
新
支
梯
用
具
的
債
務
は

醤
支
梯
用
具
的
債
務
の
傑
伴
た
る
支
梯
素
材
よ
り
解
放
せ
ら
れ

τ、
賓
質
的
債
務
よ
り
名
目
的
債
務
に
移
っ
た
の
で

あ
る
。支
梯
用
具
的
債
務
ご
は
歴
史
的
過
程
に
現
は
れ
る
支
梯
用
具
を
以
っ
て
支
梯
は
る
、
債
務
で
あ
る
。
故
に
支
梯
用

具
の
鍾
更
が
貫
現
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
、
新
支
梯
用
具
は
嘗
支
梯
用
具
に
回
腸
的
に
蓮
績
せ
ら
れ
た
る
乙
ご

に
よ
り
て
の
み
そ
の
職
能
を
途
す
の
で
あ
る
。

か
く
℃
支
沸
用
具
的
債
務
は
奮
支
梯
用
具
の
素
材
に
繋
つ
℃
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
種
間
借
値
出
単
位
ざ
訴
僧
佳

昭

m
位
f
」
の
問
に
設
け
ら
れ
た
る
回
蹄
的
建
積
回

σ
5
5
Z
2
〉
5
0
E
C
沼
に
依
存
し
‘
新
償
値
盟
位
に
換
算
せ
ら
れ

τ、
不
縫
的
な
る
柏
掛
的
大
い

3
を
止
ゆ
る
の
で
わ
る
。
支
梯
用
且
(
麓
更
の
過
程
に
於
吋
る
岡
家

ω
支
梯
用
具
的
債

務
の
保
全
は
、
新
僧
佐
単
位
を
奮
債
値
単
位
に
回
腸
的
に
蓮
漉
せ
し
む
る
之
さ
に
よ
b
て
可
能
で
あ
る
。
故
に
闘
家

第
三
十
入
品
位

(

一

O
二
五
〉

千
炉
』

郡
山

究

品
凡
幣
経
捕
時
棋
回
出
極
致
、
d
Lて
の
振
替
支
扮
現
象

位
同
大
波

一O
七



第
三
十
八
巻

(

一

O
二
六
〉

IJJf 

究

貨
幣
極
端
開
後
民
極
致
主
し
て
の
慌
替
支
梯
現
象

第
六
務

一O
八

は
そ
の
法
則
に
よ
り
て
新
情
億
単
位
の
名
穏
を
命
ヒ
、
新
支
梯
用
具
が
新
債
値
単
位
に
よ
り
て
幾
何
に
『
通
用
す
る
』

常
一
窓
口
わ
な
決
定
す
る
。
新
債
値
単
位
は
替
健
催
眠
位
に
勢
し
℃
比
例
的
に
蓮
糠
し
、
此
の
意
味
に
於
て
奮
支
梯
用

具
の
構
成
素
材
を
離
れ
℃
歴
史
的
に
確
定
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
債
佐
車
位
の
概
念
は
常
に
歴
史
的
概
念
で
あ
り
.
技

術
的
概
念
よ
り
解
放
せ
ら
れ
た
る
名
目
的
概
念
で
ゐ
る
。
(
p
m
・
o-
宅
-
H
I
N
-
-〉

近
代
貨
幣
経
済
の
所
産
さ
し
℃
現
は
れ
た
る
振
替
支
沸
現
象
の
根
譲
を
探
ね

JE--
貨
幣
経
、
債
の
進
展
を
促
す
力
を

接
見
し
、
貨
帯
経
済
の
向
ム
器
展
極
致
を
究
め
ん
で
す
る
本
論
は
上
越
せ
る
ク
ナ

y
プ
の
研
究
の
二
つ
の
主
要
勤
、

(
ご
支
梯
用
具
の
流
通
的
充
用
性
、
合
己
僚
値
蹴
位
の
名
目
性
、
に
よ
り
て
敬
一
不
せ
ら
る
、
腕
大
な
る
も
の
が
あ

る
。
此
の
ニ
つ
の
主
要
貼
を
吟
味
し
、
貨
勝
経
憐
の
進
展
を
促
し
、
振
替
支
鵠
掛
象
の
極
致
に
向
は
し
む
る
力
を
見

出
3
う
さ
思
ふ
。

圃畠鴫

~、

先
づ
支
梯
用
具
の
本
質
は
費
質
的
充
用
般
に
あ
る
の
で
は
な
く
‘
総
通
的
充
用
性
に
存
し
、
従
っ
て
一
吐
曾
に
於
け

る
各
人
は
流
通
に
於
〈
債
権
@
債
務
の
二
百
的
地
位
に
立
っ
て
居
る
芯
の
グ
ナ
y
プ
の
卓
見
は
如
何
な
る
根
擦
の
下

に
可
離
で
あ
る
か
を
考
へ
相
ば
な
ら
向
。
或
る
財
を
奥
へ
た
る
者
が
.
他
の
財
を
そ
の
支
拐
さ
し
℃
受
〈
る
場
合
に

於
て
は
、
流
通
的
充
用
性
は
い
づ
れ
の
財
に
も
認
め
ら
る
、
之
さ
な
く
‘
皐
に
費
質
的
充
用
性
が
窺
は
れ
る
の
み
で

あ
る
。
者
し
現
在
貨
幣
経
務
に
於
け
る
財
の
獲
得
に
調
し
℃
貨
幣
を
支
梯
ム
乙
さ
を
恰
も
財
さ
財
芭
の
交
換
で
あ
る

さ
見
る
な
ら
ば
‘
ク
ナ
ッ
プ
の
流
通
的
充
用
性
は
認
識
せ
ら
れ
な
い
c

賠
を
獲
得
し
支
挑
用
具
ル
ι
以
て
支
梯
弘
、
尉



を
奥
へ
支
梯
用
具
を
支
梯
は
る
る
こ
さ
は
、
財
f
」
財
ま
の
交
換
芯
は
全
く
モ

ω
意
味
を
異
に
す
る
の
で
み
る
。
即
ち
.

支
梯
用
具
を
得
た
る
者
は
そ
の
技
術
的
性
質
、
即
ち
ク
ナ
y
プ
の
賃
質
的
充
用
性
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、

再
び
之
に
よ
り
て
他
の
財
を
得
る
こ
ご
、
即
ち
グ
ナ
y
プ
の
流
通
的
充
用
性
に
満
足
す
る
の
で
み
る
。
之
を
他
面
よ

ら
観
れ
ば
‘
支
梯
用
具
を
以
℃
他
人
に
支
梯
を
な
し
た
る
者
は
同
ヒ
〈
支
梯
用
具
の
賓
質
的
充
用
性
を
失
っ
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
流
通
的
充
用
性
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
観
守
る
ご
さ
は
赴
舎
r
ぃ
於
け
る
各
人
は
不
断
に
行
ふ
支
梯
用
具
の
受
授
、
即
ち
支
梯
関
係
に
於
て
、
或
る
場

合
に
は
債
権
者
た
る
の
地
位
に
立
ち
、
或
る
場
合
仁
は
債
務
者
た
る
の
地
位
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
各
人
は
財

の
給
付
に
調
し
文
調
用
具
の
支
拐
を
受
け
た
る
ご
主
、
去
の
支
錦
用
具
は
賃
質
的
充
用
牲
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な

く
し
て
、
流
通
的
充
用
性
を
維
持
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
婚
燕
の
取
引
に
於
℃
一
肱
曾
よ
り
そ
の
支
梯
用
具
に
よ

り
一
定
の
財
の
給
付
を
請
求
す
る
債
擢
者
の
立
場
を
得
る
の
で
わ
る
。
故
に
そ
の
取
引
は
交
換
さ
異
な
り
一
つ
一
つ

完
結
せ
ら
れ
℃
行
〈
の
で
は
な
〈
、
支
掛
用
具
の
受
領
者
を
し
℃
賂
来
の
取
引
に
劃
し
債
擢
者
た
る
の
地
位
に
立
た

し
U
る
も
の
で
わ
る
。
此
の
意
味
に
於
℃
個
人
的
に
完
結
せ
ら
れ
た
る
取
引
も
支
梯
用
具
の
存
在
に
よ
h

リ
赴
曾
的

ι

は
債
樺
的
地
位
、
と
な
っ
て
賂
燕
に
向
つ
℃
繰
越
当
る
、
乙
芯
、
な
る
の
で
ゐ
る
。

之
志
向
ヒ
乙
ず
」
が
財
の
給
付
に
調
し

τ支
揚
崩
具
の
支
搬
を
な
し
た
る
者
に
も
首
筋
る
の
で
ゐ
る
。
即
ち
支
擁
用

臭
を
以
℃
支
梯
ぴ
た
る
者
は
其
れ
だ
け
若
し
支
溺
を
な
3
な
い
ご
す
れ
ば
、
彼
が
自
由
に
享
受
し
得
る
支
搬
用
具
の

充
用
性
を
失
ム
が
故
に
‘
彼
れ
は
か
く
の
如
き
取
引
に
よ
ら
賂
・
来
に
向
つ
℃
、
赴
曾
的
に
債
務
者
た
る
の
地
位
に
立

つ
の
で
あ
る
。

第
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究

貨
幣
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梯
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研

究

貨
幣
経
済
稜
展
極
致
、
ε
し
て
の
振
替
支
梯
現
象

停

zur恥

k
n
J
ノ
防
刻
み

二
O

わ
〈
の
如
〈
し
て
個
人
吉
偶
人
ご
の
聞
に
行
は
る
る
取
引
は
支
掛
崩
具
の
存
在
に
よ
り
℃
個
人
的
に
は
一
々
完
結

せ
ら
れ
て
行
〈
の
で
あ
る
が
、
支
拐
用
具
の
流
通
的
充
用
性
は
一
枇
曾
的
な
る
債
権
債
務
的
二
面
的
地
位
を
各
個
人
に

止
め
℃
賂
来
の
取
引
を
連
緩
せ
し
む
る
基
礎
ご
な
る
。
而
し
て
そ
の
根
擦
は
枇
曾
に
於
け
る
一
切
の
支
梯
は
、
安
換

f
」
異
h
q

悉
く
吐
曾
的
・
普
遍
的
支
沸
用
具
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
賞
に
求
め
る
乙
之
が
出
来
る
。
之
が
支
輔
の
集

中

N由ロだと一
N
r
E認
で
あ
る
。

支
梯
の
集
中
ご
は
一
位
曾
に
於
け
る
一
切
の
支
梯
の
総
合
で
わ
る
ご
一
五
ム
意
味
で
は
な
い
。
一
一
切
の
支
掛
は
支
梯
用

具
に
集
中
せ
ら
れ
℃
行
は
る
、
が
故
に
相
互
じ
関
連
し
℃
、
骸
A
T
取
引
は
一
つ
一
つ
完
結
し
℃
行
く
に
し
℃
も
、
支

梯
は
支
掛
用
具
の
移
轄
に
よ
り
℃
一
枇
曾
的
仁
賂
来
引
績
い
て
行
は
れ
る
取
引
の
素
地
を
作
る
の
で
あ
る
。

一
枇
舎
に
於
け
る
一
切
の
支
梯
が
現
在
貨
幣
経
携
に
於

τ、
一
位
曾
的
・
普
遍
的
支
梯
用
具
に
集
中
せ
ら
れ
、
賂
来
に
於

け
る
取
引
を
維
持
し
℃
む
る
事
買
は
個
人
の
立
場
よ
り
認
識
す
る
乙
ご
は
出
来
な
い
。
何
ん
さ
な
れ
ば
個
人
の
取
引

は
財
に
劃
す
る
支
梯
用
具
の
受
授
に
よ
り
て
完
結
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
支
梯
用
具
の
受
授
に
よ
り
彼
が
賂
悲
の
取
引

に
向
っ
て
、
或
は
債
擢
者
の
地
位
に
立
ち
、
或
は
債
務
者
の
地
位
に
立
つ
関
係
は
特
定
な
個
人
に
調
し
℃
い
は
な
く
、

枇
曾
に
会
慨
に
費
し
℃
い
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
a

支
梯
用
具
は
各
個
人
を
賂
戒
に
向
ぴ
枇
曾
金
陸
に
調
し
℃
債
権
債
務

の
地
位
に
立
た
し
む
る
が
故
に
、
一
駐
曾
的
の
意
味
を
持
。
℃
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
迩
時
カ
1

Y

、
エ

Y

ス
タ
ー
が
其

の
著
『
貨
幣
の
精
髄
』
じ
於
℃
枇
曾
生
産
物
の
配
分
手
段
ご
し
℃
の
支
梯
用
具
を
主
張
し
て
居
る
の
は
、
異
に
意
味

深
い
乙
さ
で
ゐ
る
が
も
之
も
亦
一
位
曾
に
於
け
る
一
切
の
支
拐
、
が
枇
合
的
e
普
遍
的
支
梯
用
具
に
集
中
せ
ら
れ
℃
ゐ
る

事
質
よ
り
嘗
然
認
識
し
得
る
の
で
あ
る
。
会
-
u
・。
-m-UH
・)



七

債
値
車
位
の
抽
象
性
は
ク
ナ
wJ

プ
に
よ
り
℃
捨
制
史
的
に
探
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
五
日
々
は
現
震
な
る
経
済
生
活

に
於
て
そ
の
抽
象
性
を
明
か
に
認
識
す
る
乙
芝
、
が
出
来
る
3

貨
倣
市
経
瀦
は
無
数
の
債
格
関
係
の
総
合
で
あ
る
。
億
務
関
係
は
幾
重
に
も
編
み
重
ね
ら
れ
て
.
透
樹
す
る
乙
f

」の

出
来
な
い
網
獄
主
性
つ
J

し
居
る
の
で
あ
る
。
無
数
の
債
格
は
柏
互
に
比
較
せ
ら
れ
、
一
の
償
格
は
他
の
債
務
に
加
へ

ら
れ
、
又
一
の
債
格
は
他
の
債
格
よ
h
y
減
告
ら
れ
る
。
債
格
の
染
除
も
可
能
で
あ
る
。

無
数
の
債
格
関
係
は
絶
え
守
麓
動
を
繰
返
し
℃
居
る
c

此
の
債
格
の
麓
勤
は
、
そ
れ
を
連
結
す
る
販
管
乏
し
℃
の

盟
位
概
念
を
考
察
す
る
乙
芯
な
く
し
℃
は
認
識
す
る
乙
さ
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ン
デ
イ
ク
セ
ン

ρ説
明
を
借

り
℃
一
式
へ
ば
、
総
℃
の
債
格
は
盟
位
概
念
に
よ
り
℃
建
綬
せ
ら
れ
‘
そ
の
相
調
性
を
維
持
す
る
が
故
に
出
単
位
概
念
は

債
格
の
益
分
母
の
g
s
p
r
μ
0
5
2
J」
な
っ
℃
む
る
。

凡
そ
貨
幣
を
接
生
史
的
に
考
察
す
れ
ば
も
明
か
に
一
般
晴
好
財
よ
り
接
蓮
し
た
の
で
あ
る
υ

原
始
赴
曾
に
於
J
L

、

人
類
の
慾
望
を
梯
足
し
得
る
数
多
の
財
の
中
、
最
も
貨
幣
ざ
し
て
趨
蛍
な
る
資
格
を
保
持
し
た
る
財
が
選
ば
れ
℃
、

漸
次
一
般
的
交
換
財
の
佐
賀
を
荷
弘
、
貨
帯
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
ω

か
く
て
債
値
車
位
は
そ
の
起
源
を
尉
よ
り
接
し

て
ゐ
る
さ
一
疋
よ
乙
さ
は
、
否
む
之
さ
の
出
来
な
い
事
震
で
あ
ら
ラ
。
従
つ
℃
五
口
々
が
債
佐
単
位
の
特
性
を
考
察
す
る

場
合
に
於
て
此
の
費
生
史
的
立
脚
地
を
ぎ
れ
ば
、
債
値
単
位
は
財
ざ
な
り
、
即
ち
許
債
の
封
象
で
あ
る
ご
一
エ
ム
結
論

に
到
達
す
る
で
あ
ら
う
。

第
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梯
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先

貨
幣
経
済
授
日
成
植
孜
主
し
て
の
振
替
支
機
現
象

第
六
汲

然
し
な
が
ら
物
の
観
察
に
於
け
る
グ
エ

Y

デ
ン
ご
ザ
イ
シ
之
は
必
下
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
般
に
完
全

な
る
債
格
闘
係
に
よ
り
構
成
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
現
在
貨
幣
経
済
枇
曾
に
於
℃
、
債
値
車
位
は
財
を
離
れ
℃
債
格
関
係
を

の
も
の
よ
り
導
き
出
古
る
、
何
庄
内
g
g回
目
ロ
『
岳
ご
し

τ‘
吾
々
の
思
惟
的
内
容
を
な
し
℃
ゐ
る
も
の
で
ゐ
る
。

故
に
憤
値
車
位
は
一
の
抽
象
概
念
で
わ
る
が
、
そ
れ
は
確
定
し
、
モ
れ
自
ら
は
麗
勤
せ
ぬ
車
位
ざ
し

τ活
動
し
℃
ゐ
る

の
で
あ
る
。
噴
格
の
比
較
も
加
減
乗
除
も
‘
又
そ
の
接
勤
も
品
仙
の
抽
象
単
位
に
よ
り
測
定
せ
ら
る
、
乙
ご
に
よ
り
現

は
れ
る
り
で
わ
る
。
五
日
々
は
債
措
の
既
に
成
立
せ
る
世
俗
自
に
生
れ
た
。
然
し
五
日
々
は
債
務
の
成
立
な
る
蓄
事
を
知
ら

な
い
。
唯
だ
憤
格
の
盤
勤
な
る
現
震
を
凝
規
す
る
の
み
で
あ
る
。
般
A
T
‘
債
格
は
古
き
歴
史
の
一
一
過
桂
に
於
℃
或
る

一
般
的
噌
好
財
さ
の
評
慣
に
よ
り
℃
成
立
し
た
る
に
も
せ
よ
、
現
在
に
於
℃
吾
々
は
そ
の
麓
動
が
抽
象
的
な
る
確
定

単
位
を
通
ヒ
て
行
は
る
、
歴
然
た
る
事
買
を
窺
ム
乙
ご
が
出
来
る
。
か
く
℃
貨
幣
経
済
に
於
け
る
憤
値
単
位
は
抽
象

間
単
位
で
わ
る
。

振
替
支
梯
現
象
は
、
か
く
の
如
き
抽
象
的
債
値
車
位
の
存
在
を
前
提
乏
し
な
け
れ
ば
起
り
得
な
い
。
而
し
℃
五
口
々

が
金
融
中
心
地
に
於
け
る
手
形
交
換
制
度
は
支
梯
素
材
な
く
し
て
単
純
に
霞
佐
車
位
の
移
韓
に
よ
り
℃
賢
現
せ
ら
る

る
支
梯
現
象
た
る
を
洞
察
す
る
さ
き
に
、
支
梯
の
本
質
は
物
の
譲
渡
に
依
存
す
る
も
の
で
な
い
ご
一
五
ム
乙
さ
を
認
め

る
乙
芯
が
出
来
る
。
故
に
支
梯
の
普
遍
概
念
は
、
億
A
T
具
樫
的
支
梯
用
具
、
が
用
ゐ
ら
る
、
芯
、
.
抽
象
的
な
振
替
作
用

に
よ
り
℃
な

3
る
、
古
を
問
は
学
、
償
値
車
位
の
移
韓
な
る
乙
芝
に
存
す
る
を
認
め
る
乙
J

ど
が
出
来
る
。
支
沸
は
抽

象
的
債
値
監
位
の
移
轄
に
よ
り
て
な
3
る
、
乙
さ
を
、
そ
の
本
質
芯
し
℃
ゐ
る
の
で
あ
っ

τ、
之
を
認
め
る
乙
さ
な
〈

し
て
貨
帯
盤
、
携
に
於
け
る
抽
象
的
援
替
支
梯
現
象
の
一
帯
震
は
説
明
開
け
ら
れ
本
い
。
之
れ
が
支
梯
の
抽
象
(
〉
宮
宮
ι



Z
2
5
5
の
意
味
で
b
る
。
故
に
支
搬
の
抽
象
ご
は
憤
値
単
位
が
素
材
を
雄
れ
て
名
同
化
す
る
過
程
に
現
は
る
、
傾

向
で
あ
る
。

要
す
る
に
支
梯
用
具
の
赴
曾
的
普
遁
性
芝
、
そ
の
荷
よ
債
依
盟
位
の
抽
象
性
ご
は
、
支
搬
用
具
に
よ
り
℃
行
ふ
支

拐
を
二
つ
の
傾
向
に
よ
b
て
特
色
づ
け
た
。
一
は
支
梯
の
集
中
で
お
り
、
他
は
支
協
の
抽
象
で
わ
る
。
此
の
支
梯
に

於
け
る
二
傾
向
を
根
操
さ
し
な
け
れ
ば
、
軍
純
苓
る
抽
象
的
振
替
作
用
に
よ
ら
無
数
の
支
搬
の
決
擦
を
な
し
.
赴
曾

に
於
け
る
各
人
を
し
て
賂
来
の
取
引
に
向
つ
℃
債
権
債
務
の
ニ
面
的
地
位
に
立
た
し
U
る
振
替
支
梯
現
象
を
完
全
に

説
明
す
る
乙
ご
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
2

而
し
℃
此
の
現
象
を
信
用
な
る
人
格
的
@
時
間
的
要
素
に
よ
り
て
説
明
せ

ん
さ
す
る
は
、
助
の
二
傾
向
を
度
外
離
す
る
も
の
乏
し
℃
事
閥
的
に
尽
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

八

以
上
、
吾
々
は
振
替
支
梯
現
象
を
信
用
事
設
以
外
の
根
譲
よ
り
理
論
附
け
ん
た
め
に
、
貨
幣
経
済
に
於
け
る
支
搬

用
具
の
本
質
を
探
り
‘
支
梯
の
集
中
之
抽
象
の
二
つ
の
傾
向
を
演
緯
し
た
d

此
の
二
傾
向
を
詳
細
に
吟
味
す
れ
ば
、
会
く
背
馳
し
、
相
容
れ
な
い
傾
向
で
は
な
い
。
支
梯
の
集
中
の
傾
向
が
鑓

厚
さ
な
ら
診
る
限
、
り
、
債
低
車
位
の
会
主
抽
象
化
も
寅
現
せ
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
支
梯
の
抽
象
の
傾
向
は
現
は
れ
な

い
。
叉
慣
催
陸
位
が
抽
象
化
せ
ら
れ
℃
行
く
過
程
は
‘
他
面
に
於

τ支
捕
の
集
中
の
度
合
の
加
は
る
過
挫
で
ゐ
る
。

故
に
地
の
二
つ
の
傾
向
は
認
識
論
的
に
は
明
か
に
区
別
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
が
、
事
震
に
於
℃
は
貨
幣
経
済
を
促

第
三
十
入
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世
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振
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象
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究

貨
幣
経
消
唆
展
極
致
L

と
し
て
の
振
替
支
挑
現
象

第
六
時
制

一
一
四

進
す
る
同
一
な
る
カ
の
沓
露
に
過
ぎ
な
い
η

此
の
二
傾
向
の
中
、
支
梯
の
集
中
の
傾
向
は
能
動
的
な
る
屯
の
ご
し
℃
、
先
づ
支
搬
の
抽
象
的
過
程
に
作
用
し
、

此
の
抽
象
の
過
程
は
更
ら
に
費
働
的
に
集
中
の
過
程
に
反
臨
し
、
そ
の
色
彩
を
鍵
俸
に
す
る
の
で
あ
る
。

吾
々
が
囚
は
れ
診
る
眼
を
以
つ
℃
、
貨
幣
経
路
に
現
は
れ
た
る
抽
象
的
張
巷
支
梯
現
象
を
眺
む
る
之
さ
・
此
の
二

傾
向
の
完
全
な
る
器
展
形
式
の
潜
在
を
認
め
る
乙
ご
が
出
来
る
の
で
め
る
。

貨
幣
経
済
に
於
け
る
支
梯
は
個
々
の
取
引
を
個
人
の
間
に
完
結
す
る
も
の
で
め
る
が
、
肢
に
述
べ
た
る
が
如
〈
支

梯
は
枇
合
的
。
普
遍
的
支
掛
用
具
に
集
中
せ
ら
れ
、
各
個
人
は
賂
燕
に
向
つ
℃
枇
曾
全
館
に
艶
し
債
権
債
務
の
地
位

に
立
つ
が
故
に
超
個
人
的
な
る
「
支
梯
赴
曾
』
が
認
識
せ
ら
れ
る
。
敢
に
「
支
梯
赴
曾
』
芯
は
支
梯
が
一
肱
曾
的
。
普

遍
的
支
蜘
用
具
に
集
中
せ
ら
る
る
結
呆
認
識
せ
ら
る
る
起
個
人
的
貫
在
で
ゐ
つ
J
L

、
そ
の
存
在
が
癖
来
に
於
叫
り
る
個

人
の
取
引
を
完
結
す
る
基
礎
Z
な
っ
℃
居
る
の
で
あ
る
、

現
在
の
貨
幣
経
済
は
支
梯
用
具
の
存
在
に
よ
り
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
u

而
し
て
支
梯
用
具
は
そ
の
赴
曾
的
@
普
遍

支
梯
手
段
ざ
し
て
特
質
よ
り
、
支
捌
を
之
に
集
中
し
、
面
し
℃
此
の
集
中
は
能
動
的
仁
作
用
し
て
支
梯
用
具
の
保
持

す
る
債
値
閥
単
位
を
抽
象
化
し
、
支
挽
抽
象
の
現
象
を
現
は
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
支
梯
の
集
中
さ
.
之
よ
ち
生
ム
ヂ
る

支
拐
の
抽
象
さ
は
貨
帯
経
済
器
展
の
各
階
段
を
逼
ヒ
℃
現
は
れ
た
b

然
し
そ
の
純
粋
な
る
接
現
は
素
材
調
定
制
仁
於

吋
る
よ
り
も
、
素
材
接
生
的
貨
鮮
に
於
吋
る
よ
り
も
、
夏
ら
に
自
己
費
生
的
貨
幣
に
於
け
る
よ
り
も
.
即
ち
総
て
の

種
類
の
具
鰹
的
貨
幣
に
於
け
る
よ
り
も
、
純
抽
象
的
な
る
振
替
支
梯
貨
幣
ざ
し
て
の
振
替
支
梯
現
象
に
、
之
を
認
め

る
乙
さ
が
由
来
る
の
で
あ
る
。
批
の
意
味
に
於
℃
振
梓
支
梯
現
象
は
久
し
き
』
貨
幣
経
済
義
展
の
成
果
ご
し
℃
、
新
じ



現
は
れ
た
る
現
象
で
ゐ
り
、
現
在
貨
幣
経
済
は
鰐
来
地
の
極
致
仁
向
つ
℃
徐
々
ざ
し
て
進
展
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く

し
て
振
替
支
梯
現
象
を
基
礎
さ
し
て
立
つ
貨
幣
経
済
が
も
そ
の
梼
致
に
進
む
過
程
が
賂
家
来
る
ぺ

B
貨
幣
怒
擦
の
辿

る
道
程
で
あ
る
。

九

支
携
の
普
一
過
ご
抽
象
の
ニ
傾
向
は
貨
幣
経
済
進
化
の
道
程
に
現
は
れ
て
‘
之
を
促
進
す
る
カ
ご
な
っ
た
の
で
ゐ

る
。
郎
も
粧
曾
が
最
も
原
始
的
な
物
々
交
換
を
離
れ
℃
、
個
々
の
物
々
交
換
が
地
域
的
に
集
中
せ
ら
れ
℃
行
は
れ
る

様
に
な
っ
た
さ
主
に
、
早
く
も
此
の
ニ
傾
向
の
蔚
芽
を
見
る
の
で
ゐ
る
c

此
の
物
々
交
換
の
地
域
的
集
中
は
孤
立
的

に
行
は
れ
た
る
物
々
交
換
の
交
換
目
的
及
び
、
そ
の
質
、
量
の
不
一
致
を
、
減
少
し
、
集
中
の
程
度
加
は
る
じ
従
つ
℃
、

そ
の
減
少
の
度
も
加
っ
た
一
ω

物
々
交
換
の
地
域
集
中
に
は
明
か
に
近
代
的
な
る
普
遍
的
支
梯
用
具
の
作
用
の
蔚
芽
が

認
め
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
一
の
賠
に
艶
し
℃
他
の
財
を
奥
ム
る
場
合
に
於
℃
も
、
之
が
集
中
せ
ら
れ
℃
行
は
れ
る
事

象
会
の
も
の
に
支
梯
用
具
の
本
質
が
内
在
し
て
ゐ
る
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。

か
く
の
如
き
支
梯
集
中
は
未
だ
文
梯
の
抽
象
を
件
ワ
℃
屈
な
い
。
然
し
掲
の
支
搬
の
地
域
的
集
中
が
益
々
普
遍
化

一
般
的
交
換
財
を
貨
帯
芯
し
℃
出
現
せ
し
む
る
の
動
力
ご
な
ら
、
貨
幣
経
済
の
殺
生
を
促
進
し
た
る
乙

芯
は
明
か
で
わ
る
。
か
く
℃
ク
ナ
y
プ
の
素
材
的
秤
量
制
に
於
け
る
叶
粧
曾
的
に
認
め
ら
れ
た
る
安
換
財
』
巴
ロ

m
g
?

}]mogEorgo長
田
口
三
窃
「
宏
君

o
g
a
は
成
立
し
、
そ
の
ご

3
に
到
つ

τ、
支
梯
集
中
の
傾
向
が
一
の
枇
曾
現
象
さ

し
℃
現
は
れ
る
ほ
を
に
、
普
遍
化
し
℃
燕
た
の
で
ゐ
る
。
即
ち
此
の
一
般
交
換
財
は
一
耽
曾
的
流
通
の
用
具
乏
し
℃
現

せ
ら
れ
て
、

第
三
十
八
巻

(一

O
一一一一一一)
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究

貨
幣
終
滅
後
間
脱
却
噛
致
、
と
し
て
の
振
替
支
挽
現
象
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六
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第
三
十
八
巻

(一

O
コ
一
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砂f

--.71-< 
貨
幣
経
縮
問
禁
日
出
極
致
b」

L
て
の
振
替
支
梯
現
象

第
六
競

」ー
ノ、

は
れ
、
技
術
的
な
る
財
の
性
質
を
離
れ
て
.
一
の
支
擁
用
具
さ
な

b
、
一
切
の
財
は
、
之
を
支
梯
は
な
け
れ
ば
獲
得

せ
ら
れ
芯
い
撲
に
な
っ
た
ら
即
ち
、
支
梯
集
中
の
傾
向
は
物
々
交
持
時
代
に
於
け
る
一
般
的
噌
好
財
を
し
℃
そ
り
財

た
る
性
質
主
蝉
脱
せ
し
め
て
支
梯
用
具
ご
化
し
、
一
吐
曾
に
於
け
る
一
一
切
の
財
は
地
の
一
枇
曾
的
骨
普
遍
的
支
梯
用
具
に

集
中
せ
ら
れ
た
。
即
ち
此
の
推
移
の
過
程
は
支
梯
の
地
域
的
集
中
よ
り
抵
曾
的
集
中
へ
の
進
化
の
道
程
で
あ
る
ω

支

梯
用
具
が
一
般
的
交
換
財
よ
り
起
つ
℃
、
金
属
秤
量
制
を
経
℃
近
代
の
堂
券
的
支
梯
用
具
乏
し
℃
現
は
る
、
に
到
っ

た
さ
主
、
赴
舎
に
於
け
る
支
協
は
蝦
令
個
別
的
に
行
は
れ
て
む
て
も
、
一
切
の
支
拐
、
が
支
梯
用
具
に
赴
曾
的
に
集
中

せ
ら
れ
る
乙
さ
を
前
提
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙
言
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
ο

一
位
曾
を
構
成
す
る
多
域
の
個
人
が
行
ム

無
数
の
支
梯
は
個
々
に
存
在
し
℃
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
一
枇
曾
的
に
集
中
せ
ら
れ
℃
む
る
の
で
あ
る
。

赴
曾
に
於
け
る
一
切
の
財
の
受
授
は
枇
曾
的
@
普
遍
的
支
梯
用
具
に
よ
る
支
梯
を
前
提
ご
し
℃
行
は
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
か
く
℃
多
数
の
支
揚
が
赴
曾
的
に
集
中
せ
ら
れ
J

し
む
る
朕
態
を
「
支
梯
一
般
舎
』
ご
名
附
け
る
乙
ご
は
抵

に
謹
ぺ
た
如
く
で
あ
る
。

支
梯
の
一
枇
曾
的
集
中
に
よ
り
て
成
立
し
た
る
「
支
部
枇
曾
』
の
出
現
は
.
必
然
の
結
果
乏
し
℃
支
携
の
抽
象
の
傾

向
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
支
搬
用
具
の
荷
う
慣
値
単
位
は
支
梯
が
赴
曾
的
e
普
遍
的
支
梯
用
具
に
集
中
せ
ら
れ
る
乙

吉
じ
よ
り
て
、
物
的
佐
賀
を
帯
え
る
必
要
な
く
、
車
に
任
意
に
他
の
財
に
謝
す
る
〉
足
。
口
宮
を
保
詮
せ
ら
れ
る
乙
さ

に
よ
っ
て
十
分
ざ
な
り
、
抽
象
的
本
質
を
現
は
ず
に
到
っ
た
。
故
に
支
梯
の
集
中
三
百
ふ
乙
さ
が
能
動
的
に
債
値
単

位
に
働
い
J

・1
之
を
抽
象
化
し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
原
始
的
物
々
ム
呪
換
の
比
較
的
援
護
せ
る
過
桂
に
於
け
る
交
換
の
地
域
的
集
中
は
多
数
の
財
の
中
一
般
的



噌
好
財
を
摘
出
し
℃
、
一
般
的
安
換
財
ご
な
す
の
カ
ざ
な
り
も
此
の
一
般
的
交
換
財
の
出
現
さ
費
議
ご
は
、
更
ら
に

支
梯
の
地
域
的
集
中
を
破
っ
て
‘
枇
A
M
日
的
@
普
遍
的
支
梯
具
に
之
を
集
中
せ
し
め
た
。
か
く
塵
史
の
各
過
程
を
遁
ヒ

て
現
は
れ
た
る
支
拐
の
集
中
の
過
程
は
、
支
梯
用
具
が
交
換
財
た
る
性
質
主
蝉
脱
す
る
道
桂
で
あ
り
、
此
の
間
、
支

挽
用
具
の
荷
よ
債
値
車
位
は
、
具
象
よ
り
抽
象
へ
控
移
し
支
捕
を
抽
象
化
す
る
の
過
程
を
も
必
然
的
じ
現
は
し
た
の

で
あ
る
。

十

吾
々
は
ず

wr恥
来
日
甲
さ
ず
秒
一
り
山
叩
め
識
の
二
傾
向
の
極
度
の
礎
展
を
支
梯
振
替
現
象
の
中
に
挑
む
る
こ
さ
が
出
来

る
。
支
梯
振
替
現
象
は
助
の
意
味
に
於
℃
貨
幣
経
済
畿
展
の
極
致
で
み
の
る
。
貨
幣
経
済
は
信
用
経
済
な
る
.
之
れ
ご

異
な
る
別
個
の
経
擦
を
賂
惑
に
於
て
費
現
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
自
ら
に
常
化
せ
ら
れ
℃
、
そ
の
極
致
た
る

提
替
支
梯
現
象
に
進
む
で
あ
ら
う
o

飯
に
人
口
増
し
、
企
業
的
活
動
の
集
約
加
は
り
た
る
地
に
於
℃
は
、
支
掛
は
重

墨
せ
ら
れ
、

ηノ

1
ブ
マ
ジ
の
所
謂
問
。

30口出抑止。
5
5
3
8
r
G
I
F
H勾
】
月
一
時
)
は
起
九
振
替
支
梯
現
象
は
或

は
手
形
交
換
制
度
ご
し
て
、
或
は
安
互
支
梯
制
度
ご
し
て
具
関
的
に
現
は
れ
て
来
た
c

支
梯
の
集
中
さ
抽
象
の
ニ
傾

府
が
賂
燕
に
於

τ.
果
し
て
如
何
な
る
具
鰹
的
制
度
ざ
な
っ
て
現
は
れ
る
か
は
国
よ
り
閥
単
関
的
認
識
の
範
囲
の
外
に

立
つ
の
で
あ
る
が
、
此
の
新
し
き
制
度
を
眺
む
る

Z
3、
静
か
に
思
索
す
る
者
の
誰
れ
か
そ
の
出
現
の
跡
を
鰐
下
し

〈
止
む
乙
さ
が
出
来
よ
う
が
。
而
し

τ一
品
目
々
が
貨
瀞
経
済
の
援
連
を
促
し
た
る
支
拐
の
二
傾
向
を
明
か
に
探
り
得
た

る
さ
き
始
め
て
、
之
そ
解
く
の
鍵
を
握
る
乙
さ
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
隔
も
此
の
新
し
き
振
替
制
度
の
出
現
が
静
一
来

第
一
一
一
十
八
巻
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O
三
五
V
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究

貨
幣
経
済
援
展
極
致
、
乏
し
て
の
振
替
支
携
現
象

第
六
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